
　
本
年
、
日
本
は
、
Ｇ
７
の
議
長
国
、
そ
し
て
安
保
理

非
常
任
理
事
国
と
な
る
。
５
月
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
国
際
秩
序
の
維
持
・
強
化

を
い
か
に
進
め
て
い
く
か
と
い
う
「
ポ
ス
ト
冷
戦
後
」

の
世
界
の
在
り
方
に
つ
い
て
Ｇ
７
首
脳
と
議
論
を
深
め
、

ま
た
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
に
向
け
た
機
運
を
高
め

る
た
め
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
他
に
扱
わ
れ
る
べ
き
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
世
界

経
済
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
イ
ン
ド
太
平
洋
を
含
む
地
域
情

勢
、
経
済
安
全
保
障
、
気
候
変
動
、
保
健
、
開
発
等
の

地
球
規
模
の
課
題
が
想
定
さ
れ
、
Ｇ
７
メ
ン
バ
ー
と
の

間
で
議
論
し
て
い
き
た
い
。

　
こ
う
し
た
課
題
は
、
い
ず
れ
も
、
日
本
の
、
そ
し
て

世
界
の
平
和
と
安
定
的
な
成
長
に
向
け
て
、
解
決
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。
経
済
界
の
皆

さ
ま
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
Ｇ
７
と
し
て
の
対
応
を
、

日
本
が
主
導
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
日
本
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
、
自

由
で
公
正
な
貿
易
・
投
資
ル
ー
ル
の
構
築
を
主
導
し
て

き
た
。
こ
う
し
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
ル
ー
ル
の
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
で
の
実
効
性
確
保
、
さ
ら
に
は
、
域
外
へ
の

拡
大
に
も
尽
力
し
て
い
く
。

　
特
に
、
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
後
の
米
国
が
、

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
へ
の
経
済
的
関
与
を
再
び
明
確
に

し
た
も
の
で
あ
り
、
戦
略
的
意
義
は
大
き
い
。
デ
ジ
タ

ル
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
21
世
紀
型
の
課
題
に
対
し
、
ル
ー
ル
づ
く
り
と
人
材

協
力
、
イ
ン
フ
ラ
支
援
を
セ
ッ
ト
で
講
じ
て
い
こ
う
と

す
る
意
欲
的
な
取
り
組
み
だ
。
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
が
地
域
に
お

け
る
包
摂
的
で
持
続
的
な
成
長
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

な
る
よ
う
、
我
が
国
は
、
米
国
と
ア
ジ
ア
の
国
々
の
懸

け
橋
と
な
り
、
最
大
限
貢
献
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
本
年
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
本
の
友
好
協
力

50
周
年
を
迎
え
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
多
く
の
日
本
企

業
が
進
出
し
、
長
き
に
わ
た
り
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

構
築
と
人
材
の
育
成
を
二
人
三
脚
で
進
め
て
き
た
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

と
の
さ
ら
な
る
経
済
関
係
の
発
展
の
方
向
性
を
示
す
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
進
出
し
、
社
会

課
題
を
解
決
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
と
も
に
成
長
す
る
日

本
企
業
を
強
力
に
後
押
し
し
て
い
き
た
い
。

　
最
後
に
、
経
団
連
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
新
た
な
時

代
の
官
民
連
携
で
、
日
本
の
未
来
を
創
る
こ
と
を
お
約

束
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
、
ま

す
ま
す
の
ご
繁
栄
、
そ
し
て
、
本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ

て
実
り
多
き
１
年
と
な
る
よ
う
祈
念
し
、
私
の
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

令
和
５
年
度
に
向
け
て

終
わ
り
に
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そ
し
て
、
今
、
再
び
、
私
た
ち
は
、
ひ
と
き
わ
大
き

な
歴
史
の
転
換
点
に
立
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
物

価
高
と
い
っ
た
、
時
代
を
画
す
る
よ
う
な
出
来
事
が
次
々

と
起
こ
る
危
機
的
事
態
、
ま
さ
に
「
有
事
」
と
い
え
る

状
況
の
た
だ
中
に
あ
る
。

　
こ
の
有
事
を
乗
り
越
え
、
私
が
目
指
す
の
は
、
日
本

経
済
の
再
生
、
そ
し
て
持
続
可
能
な
日
本
社
会
の
創
出

で
あ
る
。
そ
の
鍵
を
握
る
の
は
、
私
が
掲
げ
る
「
新
し

い
資
本
主
義
」
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
昨
年
は
、
軽
井
沢
で
の
経
団
連
夏
季
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

お
約
束
し
た
、「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
実
現
に
向
け
た

政
策
の
具
体
化
に
、
全
力
で
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
い

た
。
物
価
高
な
ど
に
対
応
し
た
総
合
経
済
対
策
の
具
体

化
、
原
子
力
の
活
用
を
含
む
Ｇ
Ｘ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

取
り
ま
と
め
、「
構
造
的
賃
上
げ
」
の
実
現
に
向
け
た
、

リ
ス
キ
リ
ン
グ
な
ど
の
人
へ
の
投
資
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
５
年
１
兆
円
へ
の
拡
充
、
社
会
課
題
の
解
決
と
と

も
に
日
本
経
済
に
再
び
活
力
を
与
え
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
５
カ
年
計
画
。歴
代
政
権
が
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

道
半
ば
で
あ
っ
た
難
し
い
課
題
に
つ
い
て
、
解
決
の

道
筋
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

　
経
団
連
の
皆
さ
ま
に
は
、「
新
し
い
資
本
主
義
実
現
会

議
」
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
の
重
要
会
議
に
ご
参
画
い

た
だ
き
、
建
設
的
な
ご
提
案
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
。
官
と
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
一
歩

も
二
歩
も
踏
み
込
ん
で
、
共
に
歩
む
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
い
る
。
改
め
て
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。
未
来
へ
の
投
資
を
着
実
に
進
め
、
将
来
へ

の
成
長
の
種
を
果
実
と
し
て
い
く
た
め
に
、
引
き
続
き
、

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
、
大
胆
で
機
動
的
な
政
策
の
立
案

に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
て
も
、「
構
造
的
賃
上
げ
」
や
未
来

に
向
け
た
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
投
資
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

投
資
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
な
ど
を
進
め
て

い
た
だ
く
こ
と
、
そ
し
て
、
経
団
連
の
活
動
を
通
じ
た

日
本
経
済
全
体
の
発
展
と
国
民
生
活
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
、
期
待
申
し
上
げ
た
い
。

　
今
般
、
経
済
団
体
連
合
会
・
日
本
経
営
者
団
体
連
盟

の
統
合
か
ら
20
年
目
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
、

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
る
。

　
経
済
団
体
連
合
会
は
、
日
本
経
済
の
再
建
・
復
興
を

目
的
と
し
て
、
終
戦
直
後
の
昭
和
21
年
（
１
９
４
６
年
）

に
創
設
さ
れ
、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
は
、
適
正
な
労

使
関
係
の
確
立
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
23
年
（
１
９
４
８

年
）に
発
足
し
た
。
両
団
体
は
、貿
易
自
由
化
、自
由
競
争
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
、
経
済
外
交
、
労
使
関
係
な
ど
、

時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
経
済
界
の
課
題
に
、
連
携
し

て
取
り
組
み
、戦
後
日
本
の
経
済
成
長
の
実
現
や
、行
政
・

国
際
関
係
な
ど
、
日
本
の
在
り
方
に
深
く
関
わ
る
政
策

の
形
成
に
、
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

　
両
団
体
が
一
体
と
な
ら
れ
た
平
成
14
年
（
２
０
０
２

年
）
は
、
そ
れ
ま
で
の
高
度
経
済
成
長
時
代
か
ら
、
バ

ブ
ル
崩
壊
を
経
て
、
日
本
の
経
済
社
会
が
大
き
な
歴
史

の
転
換
点
を
迎
え
て
い
た
。
構
造
的
な
問
題
と
し
て
浮

か
び
上
が
っ
て
き
た
少
子
高
齢
化
、
社
会
保
障
改
革
、

雇
用
・
労
働
問
題
な
ど
の
課
題
に
対
し
、
経
済
界
と
し
て
、

一
体
的
か
つ
強
力
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
時
宜
に
か
な
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

経
団
連
統
合
20
周
年
に
寄
せ
て

内
閣
総
理
大
臣

　岸き
し
だ
ふ
み
お

田
文
雄

特別寄稿

新
し
い
資
本
主
義
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本
年
、
日
本
は
、
Ｇ
７
の
議
長
国
、
そ
し
て
安
保
理

非
常
任
理
事
国
と
な
る
。
５
月
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
国
際
秩
序
の
維
持
・
強
化

を
い
か
に
進
め
て
い
く
か
と
い
う
「
ポ
ス
ト
冷
戦
後
」

の
世
界
の
在
り
方
に
つ
い
て
Ｇ
７
首
脳
と
議
論
を
深
め
、

ま
た
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
に
向
け
た
機
運
を
高
め

る
た
め
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
他
に
扱
わ
れ
る
べ
き
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
世
界

経
済
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
イ
ン
ド
太
平
洋
を
含
む
地
域
情

勢
、
経
済
安
全
保
障
、
気
候
変
動
、
保
健
、
開
発
等
の

地
球
規
模
の
課
題
が
想
定
さ
れ
、
Ｇ
７
メ
ン
バ
ー
と
の

間
で
議
論
し
て
い
き
た
い
。

　
こ
う
し
た
課
題
は
、
い
ず
れ
も
、
日
本
の
、
そ
し
て

世
界
の
平
和
と
安
定
的
な
成
長
に
向
け
て
、
解
決
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。
経
済
界
の
皆

さ
ま
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
Ｇ
７
と
し
て
の
対
応
を
、

日
本
が
主
導
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
日
本
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
、
自

由
で
公
正
な
貿
易
・
投
資
ル
ー
ル
の
構
築
を
主
導
し
て

き
た
。
こ
う
し
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
ル
ー
ル
の
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
で
の
実
効
性
確
保
、
さ
ら
に
は
、
域
外
へ
の

拡
大
に
も
尽
力
し
て
い
く
。

　
特
に
、
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
後
の
米
国
が
、

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
へ
の
経
済
的
関
与
を
再
び
明
確
に

し
た
も
の
で
あ
り
、
戦
略
的
意
義
は
大
き
い
。
デ
ジ
タ

ル
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
21
世
紀
型
の
課
題
に
対
し
、
ル
ー
ル
づ
く
り
と
人
材

協
力
、
イ
ン
フ
ラ
支
援
を
セ
ッ
ト
で
講
じ
て
い
こ
う
と

す
る
意
欲
的
な
取
り
組
み
だ
。
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
が
地
域
に
お

け
る
包
摂
的
で
持
続
的
な
成
長
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

な
る
よ
う
、
我
が
国
は
、
米
国
と
ア
ジ
ア
の
国
々
の
懸

け
橋
と
な
り
、
最
大
限
貢
献
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
本
年
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
本
の
友
好
協
力

50
周
年
を
迎
え
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
多
く
の
日
本
企

業
が
進
出
し
、
長
き
に
わ
た
り
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

構
築
と
人
材
の
育
成
を
二
人
三
脚
で
進
め
て
き
た
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

と
の
さ
ら
な
る
経
済
関
係
の
発
展
の
方
向
性
を
示
す
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
進
出
し
、
社
会

課
題
を
解
決
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
と
も
に
成
長
す
る
日

本
企
業
を
強
力
に
後
押
し
し
て
い
き
た
い
。

　
最
後
に
、
経
団
連
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
新
た
な
時

代
の
官
民
連
携
で
、
日
本
の
未
来
を
創
る
こ
と
を
お
約

束
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
、
ま

す
ま
す
の
ご
繁
栄
、
そ
し
て
、
本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ

て
実
り
多
き
１
年
と
な
る
よ
う
祈
念
し
、
私
の
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

令
和
５
年
度
に
向
け
て

終
わ
り
に
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そ
し
て
、
今
、
再
び
、
私
た
ち
は
、
ひ
と
き
わ
大
き

な
歴
史
の
転
換
点
に
立
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
物

価
高
と
い
っ
た
、
時
代
を
画
す
る
よ
う
な
出
来
事
が
次
々

と
起
こ
る
危
機
的
事
態
、
ま
さ
に
「
有
事
」
と
い
え
る

状
況
の
た
だ
中
に
あ
る
。

　
こ
の
有
事
を
乗
り
越
え
、
私
が
目
指
す
の
は
、
日
本

経
済
の
再
生
、
そ
し
て
持
続
可
能
な
日
本
社
会
の
創
出

で
あ
る
。
そ
の
鍵
を
握
る
の
は
、
私
が
掲
げ
る
「
新
し

い
資
本
主
義
」
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
昨
年
は
、
軽
井
沢
で
の
経
団
連
夏
季
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

お
約
束
し
た
、「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
実
現
に
向
け
た

政
策
の
具
体
化
に
、
全
力
で
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
い

た
。
物
価
高
な
ど
に
対
応
し
た
総
合
経
済
対
策
の
具
体

化
、
原
子
力
の
活
用
を
含
む
Ｇ
Ｘ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

取
り
ま
と
め
、「
構
造
的
賃
上
げ
」
の
実
現
に
向
け
た
、

リ
ス
キ
リ
ン
グ
な
ど
の
人
へ
の
投
資
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
５
年
１
兆
円
へ
の
拡
充
、
社
会
課
題
の
解
決
と
と

も
に
日
本
経
済
に
再
び
活
力
を
与
え
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
５
カ
年
計
画
。歴
代
政
権
が
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

道
半
ば
で
あ
っ
た
難
し
い
課
題
に
つ
い
て
、
解
決
の

道
筋
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

　
経
団
連
の
皆
さ
ま
に
は
、「
新
し
い
資
本
主
義
実
現
会

議
」
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
の
重
要
会
議
に
ご
参
画
い

た
だ
き
、
建
設
的
な
ご
提
案
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
。
官
と
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
一
歩

も
二
歩
も
踏
み
込
ん
で
、
共
に
歩
む
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
い
る
。
改
め
て
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。
未
来
へ
の
投
資
を
着
実
に
進
め
、
将
来
へ

の
成
長
の
種
を
果
実
と
し
て
い
く
た
め
に
、
引
き
続
き
、

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
、
大
胆
で
機
動
的
な
政
策
の
立
案

に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
て
も
、「
構
造
的
賃
上
げ
」
や
未
来

に
向
け
た
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
投
資
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

投
資
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
な
ど
を
進
め
て

い
た
だ
く
こ
と
、
そ
し
て
、
経
団
連
の
活
動
を
通
じ
た

日
本
経
済
全
体
の
発
展
と
国
民
生
活
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
、
期
待
申
し
上
げ
た
い
。

　
今
般
、
経
済
団
体
連
合
会
・
日
本
経
営
者
団
体
連
盟

の
統
合
か
ら
20
年
目
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
、

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
る
。

　
経
済
団
体
連
合
会
は
、
日
本
経
済
の
再
建
・
復
興
を

目
的
と
し
て
、
終
戦
直
後
の
昭
和
21
年
（
１
９
４
６
年
）

に
創
設
さ
れ
、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
は
、
適
正
な
労

使
関
係
の
確
立
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
23
年
（
１
９
４
８

年
）に
発
足
し
た
。
両
団
体
は
、貿
易
自
由
化
、自
由
競
争
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
、
経
済
外
交
、
労
使
関
係
な
ど
、

時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
経
済
界
の
課
題
に
、
連
携
し

て
取
り
組
み
、戦
後
日
本
の
経
済
成
長
の
実
現
や
、行
政
・

国
際
関
係
な
ど
、
日
本
の
在
り
方
に
深
く
関
わ
る
政
策

の
形
成
に
、
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

　
両
団
体
が
一
体
と
な
ら
れ
た
平
成
14
年
（
２
０
０
２

年
）
は
、
そ
れ
ま
で
の
高
度
経
済
成
長
時
代
か
ら
、
バ

ブ
ル
崩
壊
を
経
て
、
日
本
の
経
済
社
会
が
大
き
な
歴
史

の
転
換
点
を
迎
え
て
い
た
。
構
造
的
な
問
題
と
し
て
浮

か
び
上
が
っ
て
き
た
少
子
高
齢
化
、
社
会
保
障
改
革
、

雇
用
・
労
働
問
題
な
ど
の
課
題
に
対
し
、
経
済
界
と
し
て
、

一
体
的
か
つ
強
力
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
時
宜
に
か
な
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

経
団
連
統
合
20
周
年
に
寄
せ
て

内
閣
総
理
大
臣

　岸き
し
だ
ふ
み
お

田
文
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